
2025 年 3 月 2 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 10 主日／聖餐式             No. 9 
 

主日礼拝   

 

前奏 「私は神から離れない」(J.S.バッハ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「恵み深い主に感謝せよ 

慈しみはとこしえに」と 

主に贖われた人々は唱えよ。 

主は苦しめる者の手から彼らを贖い 

国々の中から集めてくださった 

東から西から、北から南から。   (詩編 107:1～3) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信

ず、聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身

体のよみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 
 

賛美 9-2,4「わが身にたまいし」 
 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 マタイによる福音書 14：22～36 
                      新約(新共同訳)P28～P29 
 

 

22 それからすぐ、イエスは弟子たちを強いて舟に乗せ、向こう

岸へ先に行かせ、その間に群衆を解散させられた。23 群衆を解

散させてから、祈るためにひとり山にお登りになった。夕方に

なっても、ただひとりそこにおられた。24 ところが、舟は既に

陸から何スタディオンか離れており、逆風のために波に悩まさ

れていた。25 夜が明けるころ、イエスは湖の上を歩いて弟子た

ちのところに行かれた。26 弟子たちは、イエスが湖上を歩いて

おられるのを見て、「幽霊だ」と言っておびえ、恐怖のあまり

叫び声をあげた。27 イエスはすぐ彼らに話しかけられた。「安

心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」28 すると、ペト

ロが答えた。「主よ、あなたでしたら、わたしに命令して、水

の上を歩いてそちらに行かせてください。」29 イエスが「来な

さい」と言われたので、ペトロは舟から降りて水の上を歩き、

イエスの方へ進んだ。30 しかし、強い風に気がついて怖くな

り、沈みかけたので、「主よ、助けてください」と叫んだ。31

イエスはすぐに手を伸ばして捕まえ、「信仰の薄い者よ、なぜ

疑ったのか」と言われた。32 そして、二人が舟に乗り込むと、

風は静まった。33 舟の中にいた人たちは、「本当に、あなたは

神の子です」と言ってイエスを拝んだ。 

34 こうして、一行は湖を渡り、ゲネサレトという土地に着い

た。35 土地の人々は、イエスだと知って、付近にくまなく触れ

回った。それで、人々は病人を皆イエスのところに連れて来

て、36 その服のすそにでも触れさせてほしいと願った。触れた

者は皆いやされた。 
 



賛美 57「ガリラヤの風かおる丘で」 

 

 
 

説教  「信仰の冒険へ出よう」 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」（前：81-1,2・後：81-3） 

   

 
 
 
 

賛美 411「うたがい迷いの」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 

 

 

後奏 「我らみな一つなる神を信ず」 

(J.S.バッハ) 

 

司 式 泉 克行 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

助 餐 大代 惠 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


